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調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 事務局

中長期の調整力確保の在り方について

第87回調整力及び需給バランス
評価等に関する委員会 資料2



2はじめに

◼ 2024年度より、一般送配電事業者は全ての調整力を需給調整市場で調達することとなるが、現状においては調
整力必要量に対して、調整力リソースの設備量は充足していると言える。

◼ 一方、中長期的な目線で見ると、自然変動電源の増加や、主要な調整力リソースである火力発電の退出なども想
定され、調整力リソースの設備量が不足することも考えられる。

◼ 調整力リソースの新設・設備量増加には、一定のリードタイムが必要であり、中長期の調整力確保の重要性が高
まっていると考えられることから、中長期の調整力確保の在り方について検討項目等を整理した。



3（参考）中長期の調整力確保についての議論内容

出所) 第56回電力・ガス基本政策小委員会 （2022年11月24日）資料4-2 抜粋（赤線追記）
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/pdf/056_04_02.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/pdf/056_04_02.pdf


4（参考）2023年度における各エリア別のGF・LFC容量および出力変動幅について

◼ 各エリア別の電源Ⅰおよび電源ⅡにおけるGF・LFCの設備量、出力変動は以下の通りであり、設備量としては十分
に確保できていると言えるか。

◼ 一方、設備量としては十分に確保しているものの、発電機が解列している状態では活用できないため、実運用にお
ける確保量については、並列状態も考慮したうえで確認する必要がある。

＜H3需要に対するGF量の割合＞

＜H3需要に対するLFC量の割合＞

＜H3需要に対する出力変動幅の割合＞

2023年度 調整力の確保に関する計画 の提出データより集計



5（参考）火力の新増設および休廃止状況について

◼ 2023年度供給計画では、新増設は2025年度頃まで増加するものの、以降の増加はなく、休廃止は基本的に
年々増加することから、火力発電の設備量は順次減少していくことが読み取れる。

【長期の電源開発及び休廃止計画（設備量ベース、2023年度からの累計値】

出所) 2023年度供給計画の取りまとめ 抜粋
https://www.occto.or.jp/houkokusho/2023/files/nenjihoukokusho_2023_kyoukyuukeikaku_220330.pdf

https://www.occto.or.jp/houkokusho/2023/files/nenjihoukokusho_2023_kyoukyuukeikaku_220330.pdf


6（参考）今後10年間の火力供給力（調整力）の増減見通し

◼ 当面は火力の新設計画も予定されている一方で、火力供給力全体としては減少傾向にある。

出所) 第53回電力・ガス基本政策小委員会 （2022年9月15日）資料4-2 抜粋
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/pdf/053_04_02.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/pdf/053_04_02.pdf


7（参考）容量市場メインオークション結果の推移（調整機能あり電源）

◼ 容量市場における調整機能あり電源の約定容量は減少傾向が見られる。

出所) 第43回 容量市場の在り方等に関する検討会 （2023年1月25日）資料3（赤枠追記）
https://www.occto.or.jp/iinkai/youryou/kentoukai/2022/files/youryou_kentoukai_43_03.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/youryou/kentoukai/2022/files/youryou_kentoukai_43_03.pdf


8グリッドコードにおける調整機能に関する要件について

◼ 中長期での調整力確保に係るルールのひとつとして、グリッドコードにおける調整機能に関する要件がある。

◼ グリッドコードにおける、調整機能に関する要件は、「発電設備の制御応答性」として定められており、特別高圧の火
力発電（100MW以上）を対象電源とし、GF・LFC・EDC機能を要件としている。

◼ なお、グリッドコードは事業者への負担も考慮し、最小限の電源を対象としており、要件についても需給調整市場と
比較すると、需給調整市場がより詳細に規定されている。

出所) 第10回 グリッドコード検討会 （2022年6月1日）資料4 抜粋
https://www.occto.or.jp/iinkai/gridcode/2022/files/gridcode_10_04.pdf

【グリッドコードにおける調整機能に関する要件について】

https://www.occto.or.jp/iinkai/gridcode/2022/files/gridcode_10_04.pdf


9（参考）グリッドコード要件一覧

◼ グリッドコードにおける調整機能に関する要件は、「発電設備の制御応答性」として定められている。

出所) 第8回 グリッドコード検討会 （2021年12月17日）資料4 抜粋（赤枠、※書き追記）
https://www.occto.or.jp/iinkai/gridcode/2021/files/gridcode_08_04.pdf

※風力、太陽光、
蓄電池は周波
数変化の抑制
対策が設定され
ている

https://www.occto.or.jp/iinkai/gridcode/2021/files/gridcode_08_04.pdf


10（参考）需給調整市場とグリッドコードの要件比較について

出所）第84回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2023年3月22日） 資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/files/chousei_84_02.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/files/chousei_84_02.pdf


11長期脱炭素電源オークションにおける調整機能の具備について

◼ グリッドコードに加えて、長期脱炭素電源オークションにおいても調整機能の具備が規定されている。

◼ 要件としては、グリッドコードにおける火力(100MW以上)の制御応答性に加えて、10MW以上の揚水発電・蓄電
池にもGF・LFC・EDCといった調整機能の具備を求めている。

出所) 第77回 制度検討作業部会 （2023年4月5日）資料3‐2 第十一次中間とりまとめ（案）抜粋 赤枠追記
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/077_03_02.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/077_03_02.pdf


12容量市場における調整機能有無の確認について

◼ 中長期の供給力(kW)の必要設備量は容量市場において確保されることになるが、容量市場においては約定電源
に対して調整機能の有無が確認されている。

◼ 一方で、調整機能の有無については事業者からの登録であり、かつGF・LFC・EDCといった調整機能の具体的な内
訳までは確認されていない。

出所) 広域機関 容量市場制度詳細説明会資料 抜粋（赤枠追記）
https://www.occto.or.jp/market-board/market/files/210806_youryou_seidosyousaisetsumei.pdf

https://www.occto.or.jp/market-board/market/files/210806_youryou_seidosyousaisetsumei.pdf


13（参考）余力活用に関する契約の締結について

◼ 2024年度以降は需給調整市場での調整力調達に加えて、余力活用契約を締結している電源も調整力として活
用される。

◼ 調整機能ありの容量市場約定電源は余力活用契約の締結が求められており、調整力としての活用が期待される。

◼ 一方で、調整機能の有無は事業者からの登録であり、仮に調整機能を有しているものの調整機能無しで登録され
た場合に、それを確認する仕組みが構築されておらず、調整機能を有する設備を適切に活用できない可能性がある。

出所) 広域機関 容量市場制度詳細説明会資料 抜粋
https://www.occto.or.jp/market-board/market/files/210806_youryou_seidosyousaisetsumei.pdf

https://www.occto.or.jp/market-board/market/files/210806_youryou_seidosyousaisetsumei.pdf


14調整力確保における課題について（中長期の課題）

◼ グリッドコード，長期脱炭素電源オークションにおいて一部の電源に対して調整機能の具備が求められているものの、
火力等の電源退出が進んだ場合、対象となる電源が減少することも考えられる。

◼ また、容量市場では、約定電源の調整機能の有無は確認されているものの、調整機能の内訳については確認されて
おらず、GF・LFC・EDCそれぞれの必要量に対し容量市場の約定電源で充足しているか等は確認できていない。

◼ カーボンニュートラルに向けて電源構成が変化する中で、調整機能を具備しないリソースが増加し、調整力リソースの
設備量が不足することも起こり得る。
また、調整力の脱炭素化を目指し、既存の調整力リソースから脱炭素型調整力リソースへの置き換えが進んでいくこと
となる。

◼ このような状況変化が想定される中、グリッドコード、長期脱炭素電源オークション、容量市場において、調整力確保
等に係る一定の仕組みは存在するものの、中長期的な視点で調整力リソースの設備量の充足を確認する仕組み、
設備量を確保する仕組みは十分とは言えないのではないか。
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15（参考）脱炭素型の調整力の拡大について

出所) 第63回電力・ガス基本政策小委員会 （2023年6月27日）資料6
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/pdf/063_06_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/pdf/063_06_00.pdf


16（参考）将来的な需給調整のイメージ

出所）第72回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2022年4月12日） 資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/files/chousei_72_03r.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/files/chousei_72_03r.pdf


17中長期での調整力設備の確保の必要性について

◼ 調整力リソースの新増設には相応のリードタイムが必要であり、調整力リソース確保に必要となるリードタイムを考慮し
たうえで、調整力設備量が充足しているかを確認することが必要ではないか。

◼ また、調整力設備量が不足しないよう、中長期的に調整力設備をあらかじめ確保することも必要ではないか。

◼ カーボンニュートラルに向けた再生可能エネルギーの主力電源化および脱炭素型調整力の拡大は、このような取り組
みを整理し、調整力リソースの設備量を計画的に確保したうえで進めていく必要があるのではないか。

◼ 以上から、中長期での調整力設備の確保について、以下の論点を中心に検討を進めることとしてはどうか。

論点①：中長期の調整力設備の確保方法について

論点②：中長期に確保する調整力の機能について

論点③：中長期に確保する調整力の設備量について
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18論点①：中長期の調整力設備の確保方法について

◼ 中長期での調整力設備の確保について、供給力（kW）の必要設備量は容量市場において確保されることと整合さ
せ、容量市場の約定において調整力の機能を考慮することが一案と考えられるか。
なお、容量市場の導入趣旨の一つに「再エネ導入拡大時における調整力の確保に寄与する」とあり、容量市場の開
設目的とも整合した案と言えるか。

◼ 別の方法として中長期の相対契約も考えられるが、需給調整市場では実需給に向けて精緻な必要量を確保している
ことや、市場に期待している効率的な調達、競争活性化・透明化などを考慮すると課題があるか。
また、従前の調整力公募のように中長期での公募調達も考えられるが、容量市場と公募のそれぞれで設備を確保する
ことは固定費負担の分担など、課題が多いか。

◼ 中長期の調整力設備の確保方法については、容量市場や需給調整市場との関係も踏まえたうえで、さらなる案がある
かも含め、次回以降で詳細を検討していくことでどうか。
また、確保する調整力の機能や設備量にも密接に係ることから、論点②、③とも連携して検討していくことでどうか。

設備としての確保

ΔkWとしての
調達

従前の
調整力
公募

容量市場

需給調整
市場

2024年度以降2023年度

kW(設備)＋ΔkW
を確保 kW(設備)は容量市場で確保

ΔkWは需給調整市場で調達

中長期

中長期の
相対契約

相対契約で確保するとした
場合、双方でΔkWを調達
することをどう考えるか

調整力
公募

公募で確保するとした場
合、双方で設備を確保
することをどう考えるか

(案)調整機能考慮



19（参考）容量市場開設の目的について

出所) 第1回 容量市場の在り方等に関する検討会 （2017年8月9日）資料4 抜粋（赤枠追記）
https://www.occto.or.jp/iinkai/youryou/kentoukai/2017/files/youryou_kentoukai_01_04.pdf

◼ 容量市場の導入趣旨として、再エネ導入拡大時における調整力の確保に寄与することも考慮されていた。

https://www.occto.or.jp/iinkai/youryou/kentoukai/2017/files/youryou_kentoukai_01_04.pdf


20（参考）容量市場における落札電源の決定方法について

◼ 容量市場において、GF・LFC・EDCそれぞれの必要設備量に対して充足するまで、調整機能あり電源を優先的に
約定させることも一案か。

GFやLFC、EDC、それぞれの必要
量に対して充足するまで、調整機
能あり電源を優先的に約定させる

出所)第39回容量市場の在り方等に関する検討会 （2022年7月27日）資料4 抜粋（吹きだし追記）
https://www.occto.or.jp/iinkai/youryou/kentoukai/2022/files/youryou_kentoukai_39_04.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/youryou/kentoukai/2022/files/youryou_kentoukai_39_04.pdf


21論点②：中長期に確保する調整力の機能について

◼ 需給調整市場では制御機能や応動時間等に応じて、一次調整力から三次調整力②までの５商品に区分しており、
中長期的に確保する調整力の機能についても需給調整市場の商品区分と同様とすることも一案か。

◼ 一方で、５つの商品は単純に機能のみで大きく区分すると、GF機能、LFC機能、EDC機能の３つの機能に分類さ
れるため、これらの機能ごとに確保するという考えもあるか。

◼ このうち、予測誤差に対応するEDC機能は予備力相当でもあるとも考えられ、容量市場にて必要設備量(kW）を
確保することで、予備力としては充足されると言える。
一方で、電源脱落や需要予測変動に加えて再エネ出力変動への対応は引き続き重要であり、それらの変動も踏ま
えたメリットオーダーの実現など、30分程度で応動する電源は必須と考えられることから、EDC機能（オンライン電
源）についても考慮する必要があるか。

◼ 中長期に確保する調整力機能については、確保方法や確保量の検討とも密接に係ることから、論点①と③とも連
携し、詳細を検討していくことでどうか。

出所)第11回 制度検討作業部会 （2017年9月19日）資料4 抜粋
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/011_04_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/011_04_00.pdf


2222
（参考）需給調整市場における商品の要件

出所）一次調整力～二次調整力②、複合商品、三次②のルール見直し等に関する市場設計案」に対する意見募集の参考資料より抜粋
https://www.occto.or.jp/iken/2021/files/ikenboshuu_jukyuchouseishijou_2021_4_sankou.pdf

https://www.occto.or.jp/iken/2021/files/ikenboshuu_jukyuchouseishijou_2021_4_sankou.pdf


23論点③：中長期に確保する調整力の設備量について

◼ 中長期に確保する調整力の設備量を検討するためには、将来の調整力必要量の想定が必要となるが、マスタープラ
ンシナリオにおける再エネ設備量の増加等を踏まえた調整力必要量の算定実績があり、一定の前提を置いた将来の
必要量の算定は可能と考えられる。

◼ 一方で、調整力として活用するためには、需給計画策定時には ΔkW（余力）として確保する必要があり、必要設
備量は単純に調整力必要量から定められるものではないと考えられる。また、補修停止の考慮等も必要となる。

◼ 中長期に確保する調整力の設備量については、確保方法や確保する調整力機能にも密接に係ることから、将来の
調整力必要量の推計などを踏まえ、論点①、②とも連携して詳細を検討していくことでどうか。

出所）第72回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2022年4月12日） 資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/files/chousei_72_03r.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/files/chousei_72_03r.pdf


24（参考）現在の調整力確保量の確認方法について

◼ 供給計画では、供給予備力の内数把握として、電源Ⅰの確保量を記載している。

◼ 調整力の確保に関する計画では電源Ⅰ、Ⅱ、Ⅰ´の内訳やスペック等について記載しており、GFやLFCの確保量等
を確認している。

出所）第74回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2022年6月28日） 資料5 
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/files/chousei_74_05.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/files/chousei_74_05.pdf
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◼ 自然変動電源の増加や、主要な調整力リソースである火力発電の退出なども想定され、調整力リソースの設備量が
不足することも考えられる。

◼ カーボンニュートラルに向けた再生可能エネルギーの主力電源化は、調整力設備を計画的に確保したうえで進めていく
必要があることから、中長期での調整力設備の確保について、以下の論点を中心に検討を進めることとしてはどうか。

論点①：中長期の調整力設備の確保方法について

論点②：中長期に確保する調整力の機能について

論点③：中長期に確保する調整力の設備量について


